










32301 服務制度の充実 Ⅲ Ⅲ

学部や大学院のカリキュラムに則した柔軟な時間配分や研究の進捗状況に沿った自律的な時間管理が行え
るよう、平成21年度から教員の服務制度として導入している裁量労働制については、更なる効果を期し、勤務
実態調査等による検証を行っていただきたい。

教員満足度アンケート調査結果については、47．2点と過去3年間では最高となったものの、依然として低い状
況であり、満足度が低い4項目（職員の配置状況、大学経営の環境、研究環境、ハラスメント）は、教育・研究・
管理運営活動のうえで、いずれも重要な問題を孕んでいると思われるため、早急な検討が必要である。

また、事務職員満足度アンケート調査結果については、平成21年度の法人化以来、最高値となったことから
一定の評価はできるが、満足度の低い3項目（方針等の決定への参加の機会の有無、現在の仕事への適正や
関心、研修参加への支援）については、事務職員の配置・育成の方針と実践の現状に則した客観的な分析が
必要である。

◯

33101 適正な業務運営 Ⅳ Ⅳ
事務の効率化のため、新たに発生源入力による旅費システムを導入し、平成28年度入試から入試出願方式

を100％インターネット出願に移行するなど、時間外勤務の削減等の成果をあげている。高く評価される。 ◯

計 10項目 4項目 5項目
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＜Ⅳ 自己点検・評価および情報の提供に関する項目＞

法人
評価

委員会
評価

重点的取組及び
特筆すべき取組

評価に当たっての
意見、指摘事項等

51101
自己点検・自己評価
の充実

Ⅲ Ⅲ 充実した自己点検・自己評価が実施されているが、更なる努力を期待したい。

52101
情報発信・情報公開
の推進

Ⅲ Ⅲ

新聞記事（32件）では、教員や学生の積極的活動などが掲載され、ラジオ番組（FM三重）では、学生による情
報発信番組への参加や、教員による熱中症やインフルエンザ予防など、時期に応じた情報発信などが行われ、
テレビでは公開講座等のイベントの告知が行われるなど、全体としてメディア広報に対する積極的姿勢とその
成果は高く評価される。更なる努力を期待したい。

◯

52102 個人情報の保護 Ⅲ Ⅲ

学生が実習で使用した個人情報が含まれる資料やメモについては、提出を求め、溶解処理を行うとともに、将
来的に必要な実習記録については指導教員において保存・管理をするなど、個人情報の保護と個人の活動記
録保存への留意の両面において評価される。

なお、マイナンバー（個人番号）や標的型メールへの対応については、十分な注意を払い、今後も厳正に個人
情報の管理徹底を図られたい。

◯

計 3項目 2項目 0項目

項目番号 項目名

評価記号

評価委員会のコメント（又は評価委員会の判断理由）

「項目別評価」への反映
（資料３ P29）
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＜Ⅴ その他業務運営に関する重要項目＞

法人
評価

委員会
評価

重点的取組及び
特筆すべき取組

評価に当たっての
意見、指摘事項等

61101 教育環境の整備 Ⅲ Ⅲ
更新や修繕が必要な設備等を整備するとともに、学生生活の充実や学生アンケートにおける要望等に対応す

るため、テニスコートの張り替えや、講義棟・実習棟の廊下照明を人感センサー付きLEDダウンライトに交換す
るなど、快適な教育環境整備のための努力が認められる。

◯

61102 環境等への配慮 Ⅲ Ⅲ
環境に配慮して照明器具のLED化等省エネルギー対策に取り組むとともに、ユニバーサルデザインに配慮し

た施設改修等を行っており、その努力は評価される。

62101 危機管理への対応 Ⅲ Ⅲ
学生及び職員の危機管理への意識を高めるための訓練や研修が適切に行われており、評価される。
災害時に学生・教職員の安否状況を確認する安否確認システムのより有効な方法の検討を期待したい。

63101 人権尊重の推進 Ⅲ Ⅲ
人権意識の高揚を図るため、教職員を対象に人権環境研修会を開催した努力は認められる。
なお、平成28年度から策定・公表が努力義務とされた「障害差別解消法の実施に関する対応要領（教職員対

応要領）」については、他の公立大学等の状況を踏まえ、今後の対応方法の検討が望まれる。

計 4項目 1項目 0項目

項目番号 項目名

評価記号

評価委員会のコメント（又は評価委員会の判断理由）

「項目別評価」への反映
（資料３ P30）
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